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■技術展望　■新刊紹介　■新製品紹介　■e-Gov
■土壌医の広場
　●2024年度  土壌医検定研修会の日程等決まる
　●新版  土壌医検定試験既出問題集 2021～2023年度版  ８月末に刊行！
　●土づくり推進フォーラム講演会「土壌の可給態窒素レベルに応じた施肥」を開催
　●令和６年度「データ駆動型土づくり推進事業（AIによる土壌診断技術の開発）」の実施
 

「みどりの食料システム戦略」実現のための　
栽培技術実践事例  その７ 施設園芸（2）
土壌診断・生育診断による施肥改善・生育改善
の実践事例（27）
国内有機資源の活用最前線  その８
食品廃棄物等 
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˙ಛ集̍ɹʮΈͲΓͷ৯ྉγεςϜઓུʯ࣮ݱͷͨΊͷ࠿ഓٕज़࣮ફྫࣄɹͦͷ̓ɹࢪઃԂܳʢ�ʣ
　低濃度エタノールを用いた土壌還元消毒法ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜେ໦　　ߒʜ ̍
　ミズナ立枯れ症に対する短期太陽熱土壌消毒と不耕起栽培による防除法 ʜʜʜʜʜʜྛ　Մಸࢠʜ ̓

˙ಛ集̎ɹ౔৕਍அɾੜҭ਍அʹΑΔࢪංվળɾੜҭվળͷ࣮ફྫࣄʢ��ʣ
　「八王子ショウガ」における生産性向上への支援 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᴡ౻　੟ࢠʜ ��
　混合堆肥複合肥料の大麦、大豆栽培への適用性の解明 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ઒ຢ　　շʜ �6

˙ಛ集̏ɹࠃ಺༗ݯࢿػͷ࠷༺׆લઢ ͦͷ� ৯඼ഇغ෺等
　ごみか資源か ―食品リαΠクル堆肥と資源॥؀の取り組み― ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜதࢁ　　࣮ʜ 2�
　食品廃棄物等の堆肥Խの現状ٴͼ課題ʜʜʜʜʜڥ؀ল࠶ڥ؀ੜ・ݯࢿ॥ہ؀ϦαΠΫϧਪਐࣨʜ 2�
　酸性・高温৚݅下のೕ酸発߬により製଄した
　　生ΰミアシυロコンϙスτの有ޮ性のධ価ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜઙ໦௚ඒ・ҏ౻๛জʜ 2�
　ごみのࢁをๅのࢁに ―生ごみリαΠクルで஍Ҭのྑڥ؀Խ（ごみ減ྔ）と、
　　生ごみ堆肥Խの有機࣭肥料ૉࡐのར用で土壌改ྑに寄༩ʂʂ― ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ٢ా　ӫ࣏ʜ �5
　食品廃棄物の肥料Խํ法はଟछଟ様ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ౻　ҳஉʜ ��

˙ٕज़ల๬
　植物保護細菌Pseudomonas protegens と
　　グルタミン酸を用いた土壌病害の抑制技術ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ஛಺　߳७ʜ �6

˙৽ץ঺հ
　農ړࢁଜจԽ協会編者
　　『最新農業技術　土壌施肥vol.16　特集　緑肥ɼ堆肥入り肥料で減肥ɼ஍ྗアッϓ』 ʜ土԰　Ұ੒ʜ ��

˙৽੡඼঺հ
　24年ͿりにϞデルνΣンジしたクボタ超砕土成形ロータリ
　　―Ҵג࢒を砕く砕断ྗのڧさがັྗʂ― ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࣜג会ࣾΫϘλʜ 5�

˙F�(PWʢిࢠ੓෎ͷ૯߹૭ޱʣ͔Β��―作物生産と土づくりؔ連―ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5�

˙౔৕ҩͷ޿৔
　2024年度  土壌医検定研修会の日程等ܾまる
　　―डݧにग़΍すいॏ要Ωーϫーυのపఈ解આ― ʜʜʜʜʜʜʜʜҰൠஂࡒ๏ਓ日本土壌協会ʜ 5�
　新൛　土壌医検定طݧࢼग़໰題集「ग़題܏向とϙΠンτ解આ」
　　―2021～2023年度のݧࢼ໰題― ８月຤に刊行ʂ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6�

　土づくり推進フォーラム講演会2024「土壌のՄڅଶ஠ૉϨϕルに応じた施肥」を開催
　　　　　　　　　　　　　　　　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ土ͮ͘ΓਪਐϑΥʔϥϜʜ 62
　令和６年度「データ駆動型土づくり推進事業（A*による土壌診断技術の開発）」の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ土壌਍அσʔλϕʔεߏஙਪਐ協ٞ会ʜ 6�
　2023年度土壌医検定ڃ３・２・１ݧࢼ໰題の解આ（3）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66
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